






みみききプログラム#3 Kyo×Kyo Today

「冬」のテーマで展開する
華やかなレパートリー
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Kyo×Kyo Today は、2011年に開始した京都芸術センターと
京都市交響楽団のコラボレーション企画。奏者の息遣いが
聞こえるほどの近い距離で音楽を楽しめる室内楽シリーズで
す。第8弾となる今回は、京都市交響楽団の弦・管・打楽器奏
者9名の団員による華やかなアンサンブル「京都しんふぉに
えった」がお届けします。ヴィオラ奏者で、編曲を担当する小
田拓也さんにお話を伺いました。

―「京都しんふぉにえった」のアンサンブルは、
9人での編成のためのユニークな編曲に定評があり
ます。取り上げる曲はピアノ曲から民謡まで様々で
すが、どのようにしてアレンジしていくのですか？

「奏者の顔」を思い浮かべてアレンジしていくので
すが、「こんなパッセージを担当させたら」とか、「もし
も○○だったら」などと、色 と々想像しながらちょっと
意地悪なイメージで作っています。ある奏者は「う〜
ん」と唸るような超絶技巧なのに、その隣で小馬鹿に
したような旋律が流れていたら、当事者のちょっとし
た腹立たしさも傍から見れば滑稽です（笑）。そして、
メンバーもプロ意識から、技巧的にも難局に立たされ
ると腕が鳴るわけです。相乗効果なんでしょうね・・・。

当初は技術的に超絶技巧のようなことばかりを追
い求めるアレンジをしていたのですが、ある時ちょっ
と風変わりな旋律や、ちょっと恥ずかしいと感じるよう
な部分を織り交ぜてみたところ、メンバーがそれぞれ
の解釈のもと咀嚼して楽しそうに演奏するわけです。

レパートリーは、皆さんが知っている楽曲を使って
いるので、お客さまにとってはわかりやすいコンサー
トです。しかし、それらを創作料理のように変化させ
ていくので奏者にはセンスが要求されます。そこは
本当にスマート且つ、あっと驚くようなクールな演出
もメンバーが自ら自然に加えてくれます。

―今年は「冬」をテーマに展開するプログラムと
なっています。今回の聴きどころを教えてください。

いつものコンセプトに「冬」というテーマを加え、
超絶技巧溢れるクールな演奏はもちろん！ユーモア
たっぷりのステージは、クラシックのイメージを覆す
ようなコンサートとなること請け合いです。

本公演にて、フィギュア・スケートの音楽で使用
されたモンティ作曲「チャルダッシュ」を演奏します。

この曲は普段ヴァイオリンとピアノでよく演奏しま
すが、今回は、ヴァイオリンとコルネット（トランペッ
ト）がソリストとなり、二人の個性とテクニックがぶ
つかり合う、まるで二つの楽器が対戦するかのよう
なアレンジとなっています。ヴァイオリンが提示する
超絶技巧によるメロディーを、コルネットが負けじ
と奏で返します。

ロシア民謡「二つのギター」も、ヴァイオリンに
ちょっとしたハプニングがあったりして・・・。
「奏者が楽しければ、お客様もきっと楽しくなる。

楽しまなければ、良い音楽は生まれない」結成９年
目を迎える今も、変わらずそう思い続けています。

クラシック音楽にジャズやラテンの要素をアレンジ
で加えたアンサンブル公演。曲間のお話もお楽しみ
に。メンバーそれぞれの名人芸をどうぞご堪能あれ！

京都芸術センターは2000年の開館以来、芸術の新たなあり方を求め
るアーティストの活動を支援するため、「制作支援事業」として12

室のスタジオ「制作室」を無償で提供しています。また、ロームシアター京
都は、2016年にリニューアルオープンし、文化・芸術の創造・発信拠点と
して京都に新たな「劇場文化」を形作ることを目指しています。

本プログラムでは、若手アーティストを対象に、制作に専念できるスタ
ジオ（京都芸術センター 制作室）と、舞台設備と技術の備わった劇場（ローム

シアター京都 ノースホール）を無償で提供します。これまでの経験よりスケー
ルの大きい、150〜200席規模の作品作りに挑戦することで、今後も同規
模の劇場で公演を実施する力を養うことを目的としています。さらに、広
報協力（両施設のプレスリリースや広告媒体への掲載）や制作協力（制作体制や課

題に応じたアドバイスやコーディネート）、批評家による批評文の提供を通じて、
公演プロデュースの側面からもサポートします。

集中的に創作に取り組むことで、京都から次の境地へ発進していく
アーティストを求めています。切符（KIPPU）は2枚（予定採択件数）。次代を
担う意欲的な応募をお待ちしております。

みみききプログラム#3 Kyo×Kyo Today
「ウインター＆アレンジ・セレクション！」
日時： 1月31日（水）受付18:00 開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演： 中野志麻（ヴァイオリン）、片山千津子（ヴァイオ

リン）、小田拓也（ヴィオラ）、渡邉正和（チェロ）、
出原修司（コントラバス）、筒井祥夫（クラリネット）、
中野陽一朗（ファゴット）、ハラルド・ナエス（トラン

ペット）、中山航介（パーカッション）

曲目： リスト「愛の夢」第3番、ワルトトィフェル「スケー
ターズ・ワルツ」、ドボルザーク「ユーモレスク」、
ロシア民謡「黒い瞳」、モンティ ヴァイオリンとト
ランペットのための「チャルダッシュ」 ほか

料金： 一般前売1,800円／当日2,000円
 学生1,000円（前売・当日共）

主催： 京都芸術センター、京都市交響楽団、京都市
半券割引：京都芸術センター窓口でのチケット購

入時、もしくは WEBサイトや電話で予約し、
公演当日に清算される際に、「みみききプロ
グラム」の他の公演の半券をお持ちいただ
いた場合、200円割引します。1回のみ有効

※イベント情報（P2）もご覧ください

ロームシアター京都×京都芸術センター

U35創造支援プログラム
「KIPPU」

京都芸術センターで制作し、
ロームシアター京都で上演するアーティストを募集します。

まだまだ寒い冬の夜ですが、華やかな音楽に包まれながら温かく過ご
してみてはいかがでしょうか。

當間芽（アートコーディネーター）

A. Shimada

若手アーティストの発掘と育成を目的に、ロームシアター京都と京都芸術センターが協
働し、新たな創造支援プログラム「KIPPU」を開始します。

稽古場・公演会場の提供だけでなく、広報・制作面も両館でサポートします。京都から大きな作品創作に
挑戦したい方、ぜひご応募ください！

堀越芽生子（アートコーディネーター）

応募資格：
・ 京都で１ヶ月以上創作し、舞台芸術作品を上演す

る意欲があること
・ 代表者あるいは主たるアーティストが概ね35歳以

下の個人及び団体
・ 過去に2作品以上、上演経験があること
・ 舞台芸術のジャンル、形態、居住地、活動拠点 不問
応募条件：
〈京都芸術センター 制作室〉

公演日の最長3か月前から使用可。最短でも
1ヵ月は使用すること

〈ロームシアター京都 ノースホール〉
以下のいずれかの日程で、ロームシアター京
都 ノースホールで上演できること（以下の日程に

は、仕込み、リハーサル、本番、撤去すべて含みます）

2018年12月10日（月）－16日（日）

2019年1月14日（月・祝）－20日（日）

2019年2月13日（水）－16日（土）

応募期間：2017年12月20日（水）

　　　　　　－2018年2月5日（月）〔必着〕

※詳細はウェブサイトをご覧ください
※募集情報（P2）もご覧ください

ロームシアター京都×京都芸術センター
U35創造支援プログラム「KIPPU」

ロームシアター ノースホール 京都芸術センター 制作室7

伝統芸能文化創生プロジェクト「三味線三昧」
日時： 2月4日（日） 13:00－17:00　　
会場： 講堂
出演：〈道具製作〉

佃三恵子（原糸製造）、小篠敏之（糸製作）、今井三絃店（棹製作修理）

　　　〈演奏〉
杵屋勝七郎（長唄三味線）、林美音子（柳川三味線）、新内枝幸太夫

（新内節三味線）、鶴澤清志郎（文楽三味線）、柴田雅人（津軽三味線）

料金：無料
定員： 150名（先着順／要事前申込）

主催： 伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス（京都市、京都芸術センター）

※イベント情報（P2）もご覧ください
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「三味線三昧」は、日本の音楽を代表する弦楽器である三味線を
成り立たせる技術の持ち主が一堂に集い、三味線を総合的に

紹介する催しです。道具・楽器製作者が原糸製造、糸製作、棹製作修理
の解説・実演を行った後で、長唄三味線、柳川三味線、新内節、文楽三
味線、津軽三味線といったそれぞれの音楽の種類について、演奏者が
実演を交えながらお話します。材料から楽器が作られる工程を知り、そ
れを使って演奏される音楽各種の違いを聴き比べることができる貴重な
機会です。

伝統芸能文化創生プロジェクトとは、伝統芸能文化を発信し将来に継承する拠点施
設となる「伝統芸能文化センター」が備える機能の実現を目指して、研究、創造・普
及、窓口、ネットワーク・コーディネート、国内外への発信・交流といった機能を強化
していくための取組です。「伝統芸能アーカイブ&リサーチオフィス(TARO)」が主体と
なって、このプロジェクトを推進しています。

伝統芸能文化創生プロジェクト
「三味線三昧」
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月26日から1月4日

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

京都芸術センター窓口、もしくは下記ウェブサイトより
ご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

林勇気
『電源を切ると何も見えなくなる事』

2016年4月5日－5月22日
展覧会カタログ 定価 500円（税込）


